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13:23　開会
出席委員5名、会期1日
挨拶
【町⽴別海病院所管事務調査】

病院事務⻑ 挨拶及び概要説明
・⼈事関係　　6/1薬剤師1名新規採用　　　6/13薬剤師2名退職

　4/1薬剤師1名新規採用しているので　現在は3名体制。
・コロナ患者受入れについて

5/13産婦⼈科病棟　7床　軽症患者受入れ開始
5/14以降5名の患者受入れ　　6/18全員退院

・外来・手術の制限
外来の制限と緊急手術以外の手術、内視鏡等の特殊検査、健康診断
⼈間ドック、リハビリ等は延期または休止としていたが、6/20緊急事態解除
もあり、今週から順次　各診療を再開していく。分娩については、北海道が
フェーズ3なので　2になるまではコロナ病床は継続する。

・ワクチン接種
病院で接種しているが、医師・看護師・薬剤師が一体となって対応している。
御理解をいただきたい。

聞きたいことがあればお受けする。
・別海の患者受入れのスタートはどういう話でなったのか︖

病院事務⻑ ・中標津と根室は中核病院としての機能を有している。フェーズ2の時はそれぞれ10床。
　別海病院は指定はされていなかった。フェーズが上がった場合は協⼒すると⽰していた。
　5/10　フェーズ2から3に上がったことから道から受け入れ病床を開設してほしいと依頼
　あり。　　根室病院も10床を19床に、中標津病院も10床を16床とした。
・別海で重症化した場合はどうするの

病院事務⻑ ・ドクターの判断によるが、重症化した場合は転送することを検討することになる。
事務課⻑ 議事1　所管事務調査について

（4）令和2年度　町⽴別海病院事業会計の決算について（資料により説明）
・診療体制︓内科・外科・小児科・産婦⼈科・⽿⿐咽喉科・⽪膚科・⼼療内科・
　精神科・リハビリテーション科・整形外科の10科で開始し、7⽉から脳神経内科を
　標ぼうし11科とした。
･内科医3名、外科2名、小児科1名、産婦⼈科1名、⻄春別駅前・尾岱沼診療所
　2名の　9名の常勤医　と　精神科・⽿⿐咽喉科・⽪膚科・整形外科の非常勤医・
　出張医での診療体制。
・収益的収入及び支出について
　病院事業収益　2,233,834,838円　　病院事業費用　2,263,307,531円
　　収支差額　29,472,693円の事業損失。　
　　事業収支の前年度⽐較　▲146,038,583円。
　　他会計負担⾦・他会計補助⾦878,940,000円(前年⽐+140,362,000円)
・資本的収入及び支出について
　　収入　企業債274,300,000円、国庫補助⾦139,931,000円

　道補助⾦36,900,000円、一般会計出資⾦81,060,000円
　合計　532,191,000円

小川

委員⻑ 9番 今⻄
委員 １番 宮越

三⼾

委員 １番 宮越
三⼾

三⼾

今⻄9番

会議経過　※所管毎に議事を⾏う事情等により議事番号が前後することがある。

会議に付した事件及び会議結果など
発言者

今⻄

委員⻑

委員⻑ 9番
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　　支出　MRI等の建設改良費475,249,907円、企業債償還⾦139,993,665円

　合計　615,243,572円 収支不⾜額83,052,572円
不⾜額の補填　　　　当年度消費税資本的収支調整額43,203,677円　　　　

　　過年度分損益勘定留保資⾦39,848,895円
質疑

・町からの繰入は、予想の範囲を超えたものなのか。
事務課⻑ ・繰入は年度当初から大きく増えた。要因はコロナの影響は大きい。

　繰入の規模に関しては、他町と単純な⽐較はできないがこの程度なら良いとか、悪いと
　かは一概に言えない。令和2年度は大きな建設事業もあった。医師が途中で増えた。
　単純に前年度とは⽐較できない。予想不能なものもあった。
・中標津病院は15億円程度繰入れている。中標津は改⾰に取り組んでいるが、別海は
　何かやっているのか。

事務課⻑ ・昨年から経営改⾰が必要として、コンサルに委託してやろうとしていたが、コロナの影響で
　予算化できなかった。一時据え置くことで話は止まっている。収束後に取り組みたい。
・⼼療内科と精神科は別々なのか。

事務課⻑ ・届け出は別々だが、別海の場合　浮田先生が1⼈のため一体になっている。
病院事務⻑ （5）MRI運用について（資料により説明）

・5/6から運用開始。　平日午後3枠で運用。
・5⽉　41名　61件　　6⽉　37名　55件（6/18現在）
・今後マニュアルを策定し、運用拡大を図る。
・現在は完全予約制。

・検査技師は何⼈いるの。
病院事務⻑ ・放射線技師３名。　将来的に運用を⾒て増やすことも必要と考えている。

・当面予約制はいつごろまでか。MAX稼働でどのくらいの検査を想定しているのか。
病院事務⻑ ・予約制の変更は何とも言えないが、検査枠を決めての運用になると考える。

　導入決定時に500〜600件/年としていたが、概ね同件数だと思われる。
・町⺠だけの利用か。他からの受け入れもあるのか。

病院事務⻑ ・中標津のMRIも古くなってきている。広域的な協議は必要と考える。
その他で何かないか。

・病院のご意⾒箱を⾒てる。病院が高い評価をされている。医師や看護師の対応が良い。
病院事務⻑ ・ありがとうございます。

・閉会中の調査事項は無いか。
病院事務⻑ ・特にない。

・コロナワクチンの接種状況のみ入れることとします。
・診療科の稼ぎ頭は何科ですか。

事務課⻑ ・入院は内科、⼼療内科も増えている。外来は正確な分析はできないが内科と小児科。
14:00　暫時休憩
14:05　再開
【福祉部所管事務調査】

福祉部⻑ 挨拶及び概要説明
提出議案の質疑について

福祉部⻑ 議案第43号　別海町国⺠健康保険税条例の一部改正
議案第44号　別海町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
　　　 　条例の一部改正
議案第45号　別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

　関する基準を定める条例の一部改正
議案第46号　別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者　

　負担等に関する条例の一部改正
議案第47号　別海町介護サービス使用料及び手数料条例の一部改正

今⻄
三⼾

委員⻑ 9番 今⻄

小川

委員⻑ 9番 今⻄

委員⻑ 9番 今⻄
今野

今野

委員 １１番 瀧川

委員⻑ 9番 今⻄
委員 １番 宮越

委員 １１番

委員 １番 宮越

副委員⻑ ５番 外山
三⼾

委員 １番 宮越
三⼾

委員⻑ 9番 今⻄
三⼾

委員⻑ 9番 今⻄

三⼾
委員⻑ 9番

委員⻑

瀧川

小川

小川

9番 今⻄
小川
三⼾
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質疑があればお受けする。

質疑なし。
議事1　所管事務調査について

（1）公共施設建設・更新計画について（資料により説明）
福祉課⻑ ・福祉課所管分説明
介護支援課⻑ ・介護支援課所管分説明
福祉部⻑ ・町⺠課所管分説明
⽼健事務⻑ ・⽼⼈保健施設所管分説明
保健課⻑ ・保健課所管分説明

質疑
　①尾岱沼地区の介護施設建設の⾒通しは。
　②公衆トイレの様式化の便座の暖房は。

介護支援課⻑ 　①第8期介護支援計画に基づき準備を進めている。公募予定。内容も事業者が
　　参入しやすくなるように検討している。

福祉部⻑ 　②過去の洋式化では便座に暖房はついていないが、今年度はウオシュレットが付くので
　　暖房も付くと思う。

次の議題に移ります。
保健課⻑ （2）新型コロナワクチン接種について（資料により説明）

・高齢者　予約対象者4,135件　予約済み　3,594件　　　86.9％
・16歳以上の対象者　12,327⼈
・接種対象者　　1 医療従事者　375⼈　1回目・2回目　100％

2 高齢者　4,376⼈　1回目2,975⼈ 68％　2回目232⼈ 5.3％
3 基礎疾患を有する者　1,216⼈　1回目76⼈ 6.2％　2回目　0⼈
4 高齢者施設等従事者354⼈ 1回目100％　2回目211⼈ 59.6％
5　60〜64歳の者　1,034⼈　　1回目・2回目　0⼈
6 その他の者　4,972⼈　1回目102⼈(児童施設)2％　2回目0⼈

合計では　1回目3,882⼈ 31.5％　2回目818⼈ 6.6％(6/21現在)
・基礎疾患を有する方の優先接種について（チラシ）
　　6/24〜7/9　電話による申込み受付　接種券は7⽉上旬以降に順次発送
　対象は16才から64歳で別海町に住⺠票のある方
　⾝体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳　申込み不要
　基礎疾患〜慢性呼吸器の病気、⼼臓病、腎臓病、肝臓病、糖尿病、

血液の病気、その他
　BMI　30以上の肥満の方

質疑
　・接種対象者、6　その他の者の1回目　102⼈はどのような方か。

保健課⻑ 　・児童福祉施設の従事者の接種が開始された。
　・キャンセルの対応はよかった。予約券発送のタイミングは。

保健課⻑ 　・65歳以下の発送は、国からのワクチン供給量が⽰されていない。供給量によって
　　発送数も変わってくる。　事務的には1回で400〜500通発送したい。
　・供給量によっては基礎疾患の7⽉上旬の発送も遅れるのか。

保健課⻑ 　・そのとおり。
福祉部⻑ 　・補⾜、供給量は5⽉とは変わってきている。5⽉は希望どおり入ってきたが、6⽉は

　　希望量が確保できていない。
　・根室市では市⻑がクレーム言ったら、すぐに国から供給すると直接連絡が入ったが、
　　別海はアクションおこしたのか。　国からの情報を待つしかないのか。

福祉部⻑ 　・根室市の状況は職員としても理解できない。本町は道に確認している。道の答えは
　　国からの道に対するワクチンの配分が減っている。他社のワクチンになることも考えられる。
　　要望はしているが思うように入ってこない。
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今野

干場

委員⻑ 9番 今⻄

干場
高橋

⽵中

委員⻑ 9番 今⻄
外山

干場
委員⻑ 9番 今⻄

副委員⻑ ５番

高橋

今野

干場

干場

今⻄

副委員⻑ ５番 外山

9番 今⻄
瀧川

委員⻑
委員 １１番

副委員⻑ ５番 外山

干場
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今野
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 　・高齢者の予約率　86.9％は予定どおりか。　12歳以上の接種の希望者の把握が
　　必要と思われるが、600⼈程度、希望はとるのか。

保健課⻑ 　・目標値は⽴てていないが8割程度と予想していた。12歳以上の接種は主に中学生、
　　具体的は考えてないが、保護者の同意が必要になるので、教育委員会等と協議し
　　打つ打たないの区別など、いろいろ配慮して進めたい。
　・診療所（かかりつけ医)での接種はしないことで変りはないか。

福祉部⻑ 　・スタッフの確保が厳しい、変更は考えていない。　バスを利用してほしい。
　・ワクチンの種類は今後選択するのか。

福祉部⻑ 　・今のところはファイザーを継続する。会場では1種類しか使用できないルール。
　　不⾜して、どの時点で切り替わるかは予測できない。無くなればモデルナ社等に
　　切り替えることになる。
　・ワクチン接種の準備、対応に感謝、今後もよろしく。　　　　その他に移ります。

閉会中の所管事務調査について
1　新型コロナワクチン接種について
2　別海町地域福祉計画の策定について

この計画の他に今後2年間の計画関係はないか。
福祉部⻑ 　・閉会中の調査は了解した。　計画関係は令和3年はこの計画のみ、令和4年度に

　　ある計画は一覧表を提出する。
閉会挨拶
14:55　　閉会

今野

委員⻑ 9番 今⻄
委員⻑ 9番 今⻄

今⻄

１１番 瀧川

干場

今野

委員⻑ 9番

委員

委員 １１番 瀧川

委員⻑ 9番 今⻄
今野


